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令和３年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂 新数学Ⅱ（東京書籍） 

副教材等 教科書の内容に関連した別教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

２年次までで学習した内容を確認し，それを基に数学における基本的な概念や原理・法則の体系

的な理解を深めます。第１回授業時にファイルを配布します。授業プリントや問題プリントを整理

し，各自復習等に用いましょう。授業プリントで学習した内容を問題プリントで確認し、知識の定

着を図ります。問題プリントは実施ごとに回収し，評価の対象とします。毎回しっかりと取り組み

ましょう。授業への取り組み状況も評価の対象となります。遅刻や欠課をせずに，しっかりと出席

しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

三角関数、微分・積分について、数学のよさを認識し、習得した知識、習熟した技能、事象を数学的に考察する

能力等を活用する態度を育てることを目標とする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や 

考え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学的な活動とその事

象に強い関心を示し、

意欲をもって臨むこと

で、自らの資質・能力

を伸ばして数学的な見

方を養い、活用する態

度を育んでいる。 

事象を多面的に解析す

る見方や論理的に分析

する考え方を深めるこ

とで、意欲をもって学

ぼうとする数学的な思

考が養われている。 

数学的な表現を具象

化し理解したことを、

数理的に推論し処理

することで、問題を論

理的に解決できる。 

数量と図形に関する

知識を広げて技能を

培い、理解をより深め

ることで、原理や法則

を多面的・発展的に考

察し、導くことができ

る。 

評
価
方
法 

提出物、授業態度、出

席状況、定期考査等 

提出物、授業態度、定

期考査 

提出物、授業態度、

定期考査 

提出物、授業態度、

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

三
角
関
数 

一般角 ○    a: 角の概念を一般角で考える

ことにより、三角比の概念を拡

張できることを理解する。単位

円周上の点の位置により、三角

関数の種々の性質や三角関数

のグラフがかけることを理解

し、意欲的に学ぼうとする。 

b: 扇型の弧の長さや面積を求

めたり、三角関数のグラフをか

くことにより弧度法の有用性

を理解している。三角関数のグ

ラフにより、関数の諸性質が明

確に表現できることを理解し、

数学的に考察できるようにす

る。 

c: 三角関数の周期性、対称性

を理解することで正確にグラ

フをかき、事象の処理に役立て

ることができる。三角関数の性

質や相互関係についての理解

を深めることで、的確に三角関

数の値を求めることができる。 

d: グラフから三角関数の性質

を理解し図形の考察に活用す

ることができる。正弦・余弦の

加法定理の意味を理解するこ

とで、いろいろな性質を導き、

活用することができる。 

 

 

出席状況、

授業態度、

問題プリント

定期考査 
三角関数  ○ ○  

三角関数の相互関係  ○ ○  

三角関数のグラフ  ○ ○  

三角関数の性質 ○    

加法定理   ○ ○ 

加法定理の応用  ○ ○ ○ 

弧度法 ○  ○ ○ 

後
期 

微
分
と
積
分 

平均変化率 ○    a: 極限を直感的にとらえ曲線

の接線の意味を明らかにし、接

線の傾きの変化から曲線の増

減や概形を考察できる。微分の

逆演算である積分に関心を示

し、直線や放物線で囲まれる図

形の面積などに積極的に活用

しようとする。 

b: 接線の傾きの変化から導関

数の概念を導き、微分の意味を

出席状況、

授業態度、

問題プリント

定期考査 
微分係数   ○ ○ 

導関数   ○ ○ 



接線  ○  ○ 数学的に理解することができ

る。②微分の逆演算である積分

と、曲線で囲まれる図形の面積

の関係を直感的・視覚的に理解

し、考察に役立てている。 

c: 関数を導関数や増減表を理

解してグラフとして表現する

ことで、最大・最小などの性質

を考察できる。積分の概念が図

形の計量に活用できることを

理解し、曲線で囲まれる図形の

面積などを計算することがで

きる。 

d: 微分係数や微分の定義を理

解し、整関数の微分や接線の方

程式の考察に活用できる知識

を身につけている。不定積分の

計算を理解し、曲線の囲む図形

の面積を視覚的にとらえて定

積分として表現し、活用するこ

とができる。 

 

関数の増加・減少  ○  ○ 

関数の極大・極小  ○ ○ ○ 

関数の最大･最小  ○ ○  

不定積分   ○ ○ 

定積分  ○ ○ ○ 

面積 ○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


